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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（  熊本県立松橋高等学校  ）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

学校教育目標 生徒の個性を尊重し、伸ばし、一人一人の夢の実現を図る。 

 

 
 

 

  県教育委員会各課の本年度の教育指導の重点及び取組の方向を踏まえ、本校の 
「綱領」並びに「校訓」の精神を柱とし、松高スピリッツ（品性を磨き､感性を高
め､徳性を養うことで､明るく生き生きとした活力あふれる生徒を育成する。）の具
現化に向けた教育を実践する。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 生徒の健全育成 
(1) 生徒指導方針の共通理解及び全職員協力体制により、生徒の基本的生活習慣を確立し、規

律ある生活態度を育成する 
(2) 挨拶の励行・整った身なりの指導に取り組み、社会人としてのマナーを育成する。 
(3) 人権尊重意識の高揚に取り組み、家族を大切にする、友人に優しくするなど他人への思い

やりの気持ちを育成する 
２ 基礎学力向上の推進 
(1) 教職員が、生き生きと主体的に学ぶ姿勢を持ち続ける 
(2) 自ら課題を見つけ、解決に向けて協働して取り組む探究的な学びを推進し、教科を横断し

た「学び」への意欲を向上させる 
(3) 主体的・対話的に考え抜くことで、深い学びとなる授業を創造する 
(4) 様々な教育活動において、「学びの手段」としてのＩＣＴ活用を推進する 
３ 進路指導の充実 
(1) 生徒一人一人の能力・適性等に応じた指導を徹底する 
(2) 大学入試・公務員試験・就職試験などに対応できる基礎学力指導に取り組む 
(3) 将来の自分の生活設計が見通せるような資料の提供や、教師自らの体験談を日常的に語れ

るＨＲ活動に取り組む 
４ 本校への入学者を増やす取組 
(1) 学校説明会等の強化促進と情報発信（ＨＰ、ＬＩＮＥ、マスコミ等）の工夫に取り組む 
(2) 地域の行事やボランティアへの積極的参加により、地域連携を強化する 
(3) 松橋高校だからできる各学科の魅力づくりに取り組む 
５ 組織的に動く指導体制 
(1) 松橋高校のためにどうすべきかを考えた学科間の連携強化に取り組む 
(2) 危機管理（起こさない取組・起こった後の対応）は、「チーム松高」として組織で統一し
てあたり、特に初動対応は、重点的に取り組む 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

教育方針
に基づい
た、学校
教育目標
の達成及
び業務改
善の推進 
 

学校活性化のた
めの特色ある教
育活動の展開 

○次年度から
の学校の変革
を見据え、教
育活動の特色
化及び中学生
や保護者に向
けて、その魅
力発信が十分
なされ、「変
化」と「期待
」が学校内外
で感じられ、
最終的には志
願者が増加す

①各学科間
が連携した
「チーム松
高」として
、地域との
連携を強化
し、本校の
魅力化を推
進し、学校
活性化に繋
げる。 
②教育活動
を広報する
機会を増や

Ｂ 〇本年度スタート

した松高ＤＸ部の

活動を魅力の一つ

として地域や、小・

中学校に発信する

ことができた。 

〇学科横断で探究

的な学びに取り組

む「松高フードコー

ト」構想として、地

域の方々と連携し

校訓 

「自主」「礼節」「勤労」 

綱領 一 自主積極研学の道に邁進しよう 

      一 気節を尚び、礼儀を重んじよう 

   一 質実剛健を旨とし、勤労を愛し

よう 

    一 質実剛健を旨とし、勤労を愛しよう 
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る状態 し、広報内
容の充実を
図って、積
極的に情報
を発信する
。 
③学校 HP 
や安心メー
ル、学校パ
ンフなど様
々なメディ
アを活用し
て各種教育
活動の魅力
を発信して
、本校を積
極的に紹介
する。 

た学びが始動した。 

〇これまで実績が

ある高校生道の駅

弁当の取組を、次年

度の学科横断的な

連携に向けて動き

出すことができた。 

●生徒・保護者に 

おいて本校の変化・

魅力が伝わってい

ない点が一部見受

けられる。校内外を

問わず、HP、広報紙、

学校パンフをさら

に進化・発展させ

て、発信する必要が

ある。広報紙は、管

内だけでなく、管外

中学校、そして地元

事業所等にも配付

して、広報をお願い

したい。 

目指す生徒像、
学校像の実現 

〇生徒が主体
的に学び、考
え抜く教育活
動（授業や行
事等）を展開
している状態
。 
○全職員が連
携して学校教
育目標の具現
化を目指し、
地域からは学
校に対する高
い信頼が寄せ
られている状
態 

①生徒個々
の多様な能
力・関心を
生かし、協
働して課題
解決に取り
組む探究的
な学びを推
進する。 
②在籍する
生徒が誇り
を抱くよう
な教育活動
を全教科に
おいて展開
する。 
③学校行事
の際などに
、活躍する
生徒の姿を
見てもらう
機会を数多
く設ける。 

Ｂ 〇①クリエイトハ
イスクール「松高
フードコート」構
想における探究の
学びを推進し、オ
ンラインで全校で
の中間発表会を行
うことができた。 
〇②クリエイトハ
イスクール「松高
フードコート」の
取組に着手できた
。今後、学科横断
的な学びをキーワ
ードにさらなる具
体化を目指す。 
〇③今年度もｺﾛﾅ禍
のため校内に外部
から保護者等を招
いての教育活動を
紹介する機会がな
かったが、諸行事
を全職員・全生徒
で協力して実施し
、保護者に向け広
報することができ
た。 

学び合い
高め合い
支え合う
職員集団
及び働き
方改革 
 

持続可能な教育
活動を目指すた
め業務改善意識
の向上および時
間外勤務の削減 

○職員間の意
思疎通ができ
る風とおしの
よい状態 
○ｽｸﾗｯﾌﾟ＆ﾋﾞ
ﾙﾄﾞおよびICT
活用で仕事効
率がこれまで
より上がった

①日々のコミ
ュニケーショ
ンを図り、職
員朝会や運営
委員会、職員
会議をとおし
て、組織の共
通理解を図り
ながら業務を

Ｂ 〇①２月１０日時
点で運営委員会１
６回、職員会議１
２回を開き、組織
の共通理解を図り
ながら業務を進め
ることができた。 
〇②会議や委員会
等の開催は必要が
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状態 
○職員がスト
レスを軽減し
、心身ともに
健康な状態で
教育活動に当
たっている状
態 

進める。 
②スクラップ
＆ビルド（会
議や打合せの
整理・削減を
含む）や次年
度引き継ぎを
意識した取組
で、業務のス
リム化を進め
る。 
③年休などが
取得しやすい
雰囲気作りや
行事予定策定
を行う。 

あるものに精選し
開催できた。 
●③行事予定の早
期の策定に努め、
年休等が取得しや
すい環境作りは進
めることができた
が、一部の職員に
業務が偏る傾向は
課題として残る。 

教師としての使
命感の向上と資
質の向上 

○職員が指導
力向上のため
に自己研鑽に
努めている状
態（不祥事ゼ
ロの状態） 

①職員研修を
計画的に実施
する。 
②観点別評価
や探究活動に
ついて、校内
研修や視察等
による研修を
実施する。 

Ｂ 〇①人権研修や不
祥事防止をはじめ
、探究の学びや対
人コミュニケーシ
ョンをテーマとし
た職員研修を計画
的に実施すること
ができた。 
〇②探究活動につ
いては、スーパー
ティチャーを招き
、職員研修を開催
し、職員の共通理
解を深めた。 

学力 
向上 

教師の 

指導力 

向上 

「分かる」授業 
の工夫と確立 

○主体的・対
話的な授業を
展開し、生徒
の深い学びに
つなげること
ができるよう
な授業を目指
す。 

○効果的なＩ
ＣＴ活用を含
めた授業を研
究する。 

Ｂ ●研究授業週間だ
けでなく、日常的
にＩＣＴを活用し
た授業を研究する
教員が増え、生徒
の深い学びにつな
げることができた
。すべての教員が
効果的にＩＣＴを
活用し、生徒の深
い学びにつなげら
れるようになるこ
とが課題である。 

観点別評価の 
推進 

○定期考査だ
けでなく、日
頃の授業の取
組の評価など
多面的評価を
行う。 

①定期考査の
問題を工夫・
改善し、生徒
の思考力・判
断力・表現力
を伸ばすよう
に教科会等で
検討を行う。 
②授業中の課
題・成果物や
アンケート等
を観点別評価
に取り入れる
。 

Ａ 〇定期考査では、
どの教科において
も知識・技能だけ
なく、思考力・判
断力・表現力を問
う問題が常に出題
されるようになっ
た。 
〇授業中の成果物
等を、電子媒体を
含む様々な形で提
出させることがで
きる教員が増え、
これまで以上に多
面的な評価ができ
るようになった。 
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基礎学力
の定着と
学習習慣
の確立 

自宅学習の確立 
と定着 

○通常１時間
以上、考査前
２時間以上の
自宅学習を定
着させる。 

○定期考査前
に限らず、ス
タディサプリ
等を活用して
定期的な自宅
学習の課題を
提示する。 

Ｃ ●スタディサプリ
で毎週１時間程度
の課題を配信した
ことで、定期的に
自宅学習に取り組
む生徒は増えたが
、全生徒数からす
るとまだ少ない状
況である。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路意識
の高揚 
 

３年間を見通し
たキャリア教育
の推進 

○卒業後の進
路選択によっ
て自分がどう
生きていくか
を考えさせる
。 
○社会で生き
ていくために
必要なマナー
や自分の考え
を伝える力、
話を聞き理解
する力を習得
させる。 

定期的に進路
だより【羅針
盤】を発行し
ﾀｲﾑﾘｰな情報
を提供して意
識啓発に努め
る。 
１年次:進路
講演会やガイ
ダンスを通じ
て『仕事や学
問』について
学習し、また
適性検査など
を活用して自
己を知り、進
路選択を行う
うえでの材料
を見つける。 
２年次:「進
路目標の確立
」を目標に、
ライフプラン
ニング授業に
よる将来の生
き方を考えさ
せ、学校説明
会、オープン
キャンパスへ
の参加を促し
、進路ガイダ
ンス等を実施
し目標を明確
にする。また
、１，２年次
に「インター
ンシップ」へ
の参加を促す
。生徒自身が
体験したい実
習先にアポイ
ントを取り、
受入可否の確
認から実習ま
で自主的に取
組むことで主
体性を育む。
教師は、マナ
ー研修や事前
事後の取組み
等支援する。 
３年次:「卒
業生講話」「

Ｂ 〇【羅針盤】を月
１回の割合で発行
できた。 
●保護者が本校の
活動や進路情報を
確実に見られるよ
うにすることが課
題である。 
〇進路関連行事は
各学年とも予定ど
おり行うことがで
き、進路意識の啓
発を進めることが
できた。 
〇インターンシッ
プは、夏場にコロ
ナウイルス感染が
拡大した影響で予
定者数の半数しか
実施できなかった
が、生徒は企業研
究やマナー学習な
ど積極的に活動し
た。実施できた生
徒は、いずれも受
入企業の評価が高
く生徒自身も進路
決定に向けて肯定
的な評価をしてい
た。 
●インターンシッ
プを希望する生徒
を増やすことが課
題である。 
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企業懇談会」
「出前授業」
等でより詳細
な将来の生き
方を選択でき
るように促し
、進路実現を
目指す。 

進路目標
の達成 
 

進学や就職に向
けての早い段階
からの取組 

○２年生の３
学期までには
、進学か就職
かを概ね決定
させる。 
○３年生の進
路実現 

①２年２学期
までの様々な
進路の取組み
で進路目標を
確立させ、２
年３学期に就
職希望者（就
職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ）
、進学希望者
（小論文ｶﾞｲﾀ
ﾞﾝｽ）に目的
を持って参加
させる。また
、合同企業説
明会で企業の
話を直接聞き
、具体的な企
業、業種、職
種および進学
先を絞り込む
一助とする。 
②３年では、
それぞれの試
験に向けて具
体的な取組を
実践し進路実
現へとつなげ
る。 

Ｂ 〇①予定された進
路行事が実施でき
、生徒の感想から
も有用な行事とな
ったことが伺えた
。３学期の進路行
事や進路指導部面
談を通して、次年
度に向けて良いス
タートが切れるよ
うに取組む。 
〇②３年生就職希
望者は１２月まで
に決定した。進学
希望者は若干名未
定ではあるが、全
体としては概ね順
調に進路決定がで
きた。面接対策、
小論文対策、課外
、個別添削など進
路実現に向けてサ
ポートができた。 

 
生徒  
指導 
 

「松高マ
ナー」の
涵養 
 

正しい制服着用
、元気な明るい
あいさつ、正し
い言葉遣いがで
きる 

○校内外を問
わず、正しい
制服の着用を
する。 
○校外でのマ
ナーの遵守。
（松高マナー
・交通マナー
等） 

①授業始業の
際に、服装を
正させる。ま
た、元気な明
るい挨拶を促
す。 
②授業時の発
問に対して、
正しい言葉遣
いで回答させ
る。 
③学校生活全
般において、
タイムリーに
指導する。 

Ｂ 〇登校指導の際に
制服の着こなし、
大きな声での挨拶
等を指導すること
で授業始業時の挨
拶や返事等にも良
い影響を与えた。 

交通指導
の充実 

 

 

毎月の交通安全
呼びかけの運動 

○交通委員に
自覚を持たせ
、交通安全の
日を活かしな
がら全校生徒
に対して交通
安全の呼びか
けを行う。 
○ながらスマ
ホ根絶等のマ
ナー向上を訴

①交通安全の
日（毎月 10 
日）に学年当
番で、教師と
交通委員で啓
発活動を行う
。 
②特に自転車
・原付バイク
通学生は交通
ルール、天候

Ｂ 〇毎月、交通委員
を中心に交通安全
の啓発活動ができ
きた。交通事故や
苦情がゼロでは無
かったが、その都
度の対処はできた
。 
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え、外部から
の苦情をなく
す。 

や道路状況、
車両の特性を
理解して運転
するように、
定期的に指導
する。 

二重ロックの徹
底 

○全校生徒へ
の呼びかけ運
動を継続して
行い、常に二
重ロックの施
錠率を毎月８
０％以上にす
る。 

○毎月の交通
安全の日にチ
ェックをし、
啓発活動に努
める。また、
チェックしな
い日の施錠率
を上げる呼び
掛けをする。 

Ｃ 〇毎月のチェック
は出来た。 
●施錠率が約７７
％と目標値に届か
なかった。 

生徒会活

動と部活

動の活性

化 

部活動加入の奨
励と各種大会や
コンクール等へ
の積極的な出場 

○学校行事に
対する全校生
徒の意欲を向
上させる。 
○部活動加入
率を高める。 

○部活動紹介
や体育大会・
文化祭などの
学校行事を通
して、勧誘を
呼び掛けなが
ら関心や興味
を引く。 

Ｂ 〇感染症予防を行
い、制約の中で可
能な体育的・文化
的行事を行い、生
徒達の、活き活き
とした姿を見るこ
とができた。 
●部員や顧問が、
呼び掛けを行った
が、部活動加入率
を高めることはで
きなかった。 
 

人権教
育の推
進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権意識
の涵養と
差別意識
の解消 
 

教職員の研修の
充実と推進体制
の機能強化 

○管理職の指
導により、人
権教育主任が
役割を自覚し
、各部・学年
と連携を図り
取り組む。 
○校内外研修
の充実を図る
。 

①人権教育推
進委員会を中
心に、人権学
習ＬＨＲなど
様々な取り組
みを発信する
。 
②同和問題の
解決を中心に
据えた校内研
修を実施し、
職員の人権意
識を高める。 
③校外研修に
積極的に参加
し、その成果
を復講する。
また、レポー
ト研修を実施
する。 

Ｂ 〇人権学習LHRは、
人権推進委員会の
なかで検討、改訂
を行いながら実施
されたので、各学
年ごとの意向を反
映できた。 
〇計３回の校内研
修において、いず
れも同和問題に関
する内容を取り上
げており、その解
決を中心に据えた
研修を行った。第
３回の校内研修で
は職員全員による
レポート研修を実
施した。 

生徒の人権学習
推進 

○全教育活動
に於いて、人
権教育の視点
を持ち取り組
む。 
○人権教育Ｌ
ＨＲ、人権週
間における取
組を計画的に
行う。 

①主に人権学
習ＬＨＲを通
して、身近な
人権問題や同
和問題などの
社会的課題に
至るまで学習
し、反差別の
実践的な態度
を養う。 
②自分とは違
った考え方を
尊重して相手
を大切にする

Ｂ 〇人権教育LHRでは
就職における差別
事例を取り上げ、
身近に起こりえる
人権問題として学
習した。また、人
権啓発週間を設け
ることで人権感覚
の涵養を行った。
市町村が行う人権
行事には、多数の
本校生徒がボラン
ティア要員として
参加している。 
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思いやりを持
つ。 

特別な支
援を要す
る生徒へ
の個に応
じた支援 
 

職員の理解と意
識の向上 

〇特別支援教
育・高校通級
（LST）・イ
ンクルーシブ
教育システム
についての理
解を深め、ス
キルの向上を
目指す。 

①「生徒理解
研修」時に、
LST の説明や
授業の様子等
を説明する。
また、より多
くの職員のLS
Tの授業参加
を促進す。 
②LST をゲス
トティーチャ
ーにより実施
する場合には
、見学ができ
るように職員
へ周知する。 

Ｂ 〇①LSTの様子につ
いては「生徒理解
研修」「総合支援
推進室会議」にお
いて、授業及び生
徒の様子を伝える
ことができた。ま
た、授業によって
は複数の先生方が
参加されることも
あった。 
〇②特別支援教育
課のＬＳＴ視察の
際などには職員へ
周知し、オンライ
ンで見学していた
だくことができた
。 

支援を要する生
徒への個に応じ
た適切な指導の
充実 

〇支援を要す
る生徒の理解
を深め、個に
応じた支援を
推進する。 
〇生徒、保護
者の教育的ニ
ーズを理解し
、合理的な配
慮を行う。 
〇インクルー
シブ教育シス
テムの構築に
向けた取組を
行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①新入生につ
いての「第１
回生徒理解研
修」熊本県が
定めるガイド
ラインに沿っ
て、個別の教
育支援計画・
個別の指導計
画を作成し「
第２回生徒理
解研修」を行
う。また、「
第３回生徒理
解研修」にお
いて支援の評
価を行う。 
②週１回「総
合支援推進室
」を開催し、
生徒の情報共
有・支援策の
検討を行い、
必要に応じて
生徒や保護者
がｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ
やｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜ
ｰｶｰの支援を
受けることが
できるように
する。また、
各評価等は「
生徒支援推進
委員会・特別
支援推進委員
会」にても行
なう。 
③生徒本人や
保護者より合
理的な配慮に
ついての申し
出があった際

Ｂ 〇①個別の教育支
援計画・個別の指
導計画については
、熊本県が定める
ガイドラインに沿
ったかたちで作成
し、研修を行うこ
とができた。また
、特別支援教育コ
ーディネーターが
三者面談等に同席
し、合理的な配慮
についての説明や
支援策の提案等が
できた。 
〇②「総合支援推
進室会議」を週１
回開催し、生徒の
支援策検討や専門
家へ繋ぐことがで
きた。「生徒支援
推進委員会・特別
支援推進委員会」
では、ＬＳＴの受
講に関する制度、
評価等を主に議論
し今後に向けての
改善点を見つける
ことができた。 
〇③状況に応じて
、特別支援教育支
援員の配置を変更
しつつ対応ができ
た。 
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には、校内で
検討し特別支
援教育支援員
が学習支援や
健康・安全確
保等を行う。 

命を大切
にする心
を育む指
導 
 

自他の生命を尊
重する心の育成 

○「心のきず
なを深める月
間」の取組を
行う。 
〇「ストレス
対処教育」を
全学年で行う
。 

①月間の周知
と涵養 
②心のきずな
を深めるため
の標語づくり 
③心のきずな
を深める詩の
紹介 
④１年「私の
四面鏡」「二
者択一」２年
「さわやかな
自己主張」「
月からの脱出
」３年「アン
ガーマネジメ
ント」の実施 

Ｂ 〇「心のきずなを
ふかめる月間」の
取組①生徒会考案
の標語を各クラス
に掲示し、月間の
周知を図った。②
人権推進委員会と
連携し、全校生徒
による標語の作成
を実施した。 
③相手の立場に立
った言動の重要性
について考える詩
の紹介等を生徒会
と連携して行うこ
とができた。 
④「ストレス対処
教育」については
、教材をより本校
生に合うように改
良した。また、ス
クールカウンセラ
ーに資料提供や動
画に協力してもら
うことで、スクー
ルカウンセラーの
活用もできた。 

いじめ
の防止
等 

いじめの 
未然防止 

生徒・職員・保
護者のいじめ防
止に対する意識
の向上 

〇集会や講演
会、研修会を
積極的に行い
、いじめ「ゼ
ロ」を目指す
。 
〇校内のいじ
め根絶に向け
た体制の充実
を図り、学校
内の言語環境
を整える。 

①集会や講演
会、研修会を
行うことで自
己肯定感・自
己有用感を高
め、いじめに
負けない集団
を作る。 
②各教科やホ
ームルーム活
動において、
現代社会にお
いて起った事
件等について
考える時間を
作り、生徒達
と向き合う時
間を確保する
。 

Ｂ ●SNSによるやりと
りやオンラインゲ
ームの中での言葉
の行き違い等が見
られ、コミュニケ
ーション能力や言
語環境に課題があ
ると感じる。 

いじめの 
早期発見 

いじめ早期発見
に向けた取組の
充実 
 
 
 

○心のアンケ
ートなどを活
用し、いじめ
の早期発見に
努める。 
○いじめに関
する通報（ス
クールサイン
）及び相談機
関を生徒、保

①定期的なア
ンケートの実
施と情報分析
をし、職員間
での共有を図
り、早期発見
・早期解決に
努める。 
②日頃からス
クールカウン

Ｂ 〇アンケートの結
果をもとに会議を
開き、状況の把握
と対応策の検討を
行い早期解決に努
めた。また、スク
ールカウンセラー
やスクールソーシ
ャルワーカー等の
外部機関と連携が
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護者に周知徹
底する。 

セラー等の外
部機関とも連
携をとり、初
動対応を迅速
に行 
う。 

とれており、医療
機関にも迅速に繋
ぐことができた。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域活動
への参加 
 

地域ボランティ
ア活動への参加 

○宇城市や各
地区の実行委
員会との連携
を図り、生徒
へ情報を発信
する。 

○各実行委員
会等との連携
を図り、企画
やボランティ
ア活動へ積極
的に参加する
。 

Ｃ ●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響で、生徒
が参加する機会が
少なかった。 

地域貢献活動へ
の参加 

○各市町村や
地域の方々と
の連携を図り
、生徒へ情報
を発信する。 

○宇城市役所
、宇城商工会
等との連携､
街なか図書館
との交流を図
る。 

Ｃ ●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響で、生徒
が参加する機会が
少なかった。 

保護者・
同窓会と
の連携 

PTA・同窓会行委
への参加・協力 

〇喫緊の課題
である定員割
れの解消に向
け、PTA・同
窓会と協力し
て広報活動や
中学校訪問を
行い、入学者
増を目指す。 

○学校案内パ

ンフレットを

中学生にとっ

て魅力的な形

に全面的に改

定したり、各

学科の紹介チ

ラシを定期的

に作成したり

して、各中学

校等に配付し

学校の取組を

周知する。 

Ｂ 〇学校案内パンフ
レットの内容を検
討し、魅力的な内
容とした。生徒の
活躍を紹介する広
報誌を発行し、様
々な活動を紹介し
た。 

学校運営 
協議会の 
推進 
 

学校運営協議会
の開催 

○学校運営協
議会を開催し
、学校 
とメンバーが
 力を合わせ
て学校の運 
営に取り組む
ことにより、
地域と一体と
なった特色あ
る学校を目指
す。 

○学校運営協
議会を定期的
に開催し、メ
ンバーからの
意見を聞き、
特色ある学校
づくりにつな
げる。 

Ｂ 〇６月と２月に開
催、本校の現状や
取組を振り返ると
ともに、委員の皆
様から貴重なご意
見を伺う機会とな
った。 

 

４ 学校関係者評価 
○中学校時代に不登校傾向だったが、入学後に意欲的に頑張っていること等は、非常に価値ある成
果ではないか。 

○先生方の日常、学級、学年、進路指導、生徒指導におけるきめ細かな対応がなされていることが
理解できた。学力差が大きい中、個々の特性、学力に応じて進路指導がなされていることも理解
できた。 

○学校の教育活動の取組は、素晴らしい。地域との連携、情報の発信、生徒個々の頑張り、進路状
況等、学校の取組としてやれるだけのことはなされている。 

○地域連携推進委員会がとても大きな役割を果たしていた。行政や地域と連携を取り、広報を利用
して生徒の意識が変化したのではないか。机上の学びだけではなく、人や社会との関わりの中で
学ぶことが本校の強みとなると感じる。 

○総務部におけるPTAの豚汁作りは、コロナ禍で今年度も実施できなかった。次年度は実施したいと
考えており、PTA役員内でもその意識作りをしていきたい。 

○高P蓮中央地区の幹事校として、今後も学校と連携を密にして取り組むことができた。 
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△自然環境問題が引き起こす様々な災害、感染症問題、また国家間の侵略など何が発生するか不透
明な時代。討論できなくとも新聞や報道から感じたことなどタイムリーに話す習慣を付けて自分
の意見がはっきり言える人に育ってほしい。また、男だから女だからではなく、一日の人間とし
て社会で交流しながら３６０度から物事を捉え考えることができる人として成長することを期待
するし、そのような教育に取り組んでほしい。若い感覚で世の中を変えていくような松高生であ
ってほしい。 

△学び直しが必要な生徒がいる中、個別対応が求められている。焦点をどこに置くか、誰１人取り
取り残さないことが公立学校の使命であり、困難さを伴うものだと考える。 

△元気な声で明るい、笑顔の挨拶は、人としてのマナーなので習慣化していくことが大事である。 
△成人年齢が１８歳に引き下げられ、現実の大人の社会に踏み出す卒業生には社会の現実、法律、
契約、金銭問題等、様々なことについて一応の教育が必要となってくる。 

△特別支援教育が必要な生徒が増加傾向にあるが、松橋西支援学校高等部との連携、教員の研修等
に取り組みが必要となる。 

△志願者の激減で学校の対応も大変だと思うが、中学校の進路指導とも連携が必要。 
△生徒募集について、定員割れは仕方ないとしても、更に進む現状を阻止する具体的な方策を考え
てほしい。 

 

 

５ 総合評価 
 昨年度までの評価項目を各部署で点検し、本校の現状、時代や地域のニーズに合わせるため、目
標、方策、そしてアンケート項目に取り組んできた。アンケート自体も昨年度までのマークシート
回答からＩＣＴを活用した回答方式に変え、比較分析がしやすいようにしており、次年度以降もこ
の方式を継続したい。 
 評価結果については、概ね好意的な評価であったが、「自宅学習の確立と定着」、「部活動加入
率の向上」「地域貢献活動への参加」等に関して、評価が低かった。今後はコロナウイルス感染症
の影響が少なくなり、改善することを目指したい。本校ＩＣＴの環境や研修が進んだのも今年度の
大きな成果である。ＩＣＴを活用した学習だけでなく、教職員の授業改善と業務効率化を進めるこ
とができた。それが生徒・保護者、そして職員のアンケート結果にも表れていた。  
 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
【課題】 
①本校の魅力の確認とその情報発信 
②基礎学力の定着と学習習慣の確立 
③部活動の活性化 
④地域ボランティアや貢献活動への参加 
【改善方策】 
上記①～④は、本校の生徒・職員が課題を意識し、一つ一つ丁寧に取り組むことで、課題の解決

に取り組んでいきたい。 
①については、今年度模索しながらも進めてきた取組（松高フードコート構想、探究学習、one tea

m事業など）を継続し、情報発信を宇城市内に留まらず、市外の中学校にも発信していきたい。 
②については、1人1台端末を活用した授業改善や観点別評価を意識した授業改善をさらに進めると
ともに、生徒には学ぶことのおもしろさ、学ぶことの意義、そして主体的に学び続ける大切さを
教務部、進路部を中心としながら各学年部で取り組んでいきたい。 

③今年度発足した松高DX部は、ｅ－スポーツ、デジタルボランティア、デジタル防犯等、生徒のＩ
ＣＴ技術向上のみならず地域貢献にも携われる機会を提供する部活動である。今後も地元宇城市
や宇城警察署と連携を中心に幅広く活動し、発展に取り組んでいきたい。 

④今年度も、様々な制限がありながらも生徒・職員が可能な範囲で地域貢献活動に取り組んできた
。次年度も感染状況を考慮しながら、精一杯取り組んで、『宇城の人材を育てる松橋高校』に取
り組みながら、地域での生徒自身の学びや、自己肯定感、達成感を高めていきたい。 

 

 
 


